〇　観光振興を考える～日本で一番ヘビーな山陰（ウエストコースト）リピーターを自負する立場から
　　　・  まず、地域の経済、産業、雇用等における観光関連産業の寄与度、位置づけなどを明確にしよう

· 観光振興は地域全体の自己犠牲の上に成り立つものと心得るべき
　　　　　　　　　　　～みんなが人をおもてなしする気持ちを持つことが大切
　　　・　　一方観光客は自分勝手でわがままな人たちである
～常に新鮮な驚きと感動がないとすぐに飽きて他の場所へ

· お金のかからない振興策、ハードよりソフトな振興策が重要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～今あるものを観光客のニーズに応じてリニューアル、洗練し、活用する。今来てくれている人たちを大切にし、リピーターにする、交流居住者にする仕組みづくり

· まずは、ジャンル別にリピーターの柔らかい組織化をすることが有効か（鳥取ファンクラブのように）
（例）　大山・中海圏域なら、トライアスロン、大山の自然観察、スキー、マリンスポーツ、温泉、境港の魚市場、隠岐めぐり、出雲神仏霊場巡り、カニとマグロ、グルメ、釣り、海水浴、歴史と文化、妻木晩田など
· リピーターのニーズにあった資源の再生が必要

（例）　温泉なら「源泉かけながし」、乗り放題手形の拡充、会員制のグルメとショッピングの特典、クラブ制による情報提供と活動、地域活動との連携、仲間作り、米子（大山、中海）博士や観光ボランティアの検定制度の創設、
· 大山・中海・隠岐・宍道湖圏域の一体化と連携を図る（観光客の立場に立って、観光客に優しい地域づくり）

· 観光行政≠文化財行政、環境保護行政（若干重なる部分はあるとして）
· 観光資源≠文化財、自然環境そのもの（　　　　　　　　　〃　　　　　　　　）
· 洗練された又は伝統ある異文化にあこがれる旅行者や観光客。文化とは歴史・伝統や自然を守り、それを愉しむというその地方の人たちの暮らしぶりそのものであり、そういう生活文化に興味をもち、うらやましい、自分も体験してみたいという気持ちがリピーターや交流居住者を呼ぶ

　　　・　そういった生活文化や自然とともに生きる生活を大切に残し、継承し、訪れた人にも一緒に愉しませてあげる。それが最大の観光資源だ

· 文化の定義（新明解国語辞典）

「真善美を追究したり、獲得した知恵、知識を伝達したり、人の心に感動を与えたりする高度の精神活動。すなわち、学問、芸術、宗教、出版などの領域。最も広い用法では、芋を洗って食べたり、温泉に入ることを覚えたサルの群れなど高等動物の集団が特定の生活様式を身につけるに至った場合を含める。（ただし、生物的本能に基づくものは除外）」
・　　ただ取れたものを食べるというのは文化じゃなく、料理の仕方に感動しながら、また美しい料理や盛りつけを見て楽しみながら、さらに器を愛でたり、食材や料理方法に関する知識を得ながら食べたりすることや集まった人の共通の関心事について会話をしながら食べる会食などは文化になりうるということ

　　　・　　ただ自然が残っている、それが美しいというだけでは観光資源としては不十分であり、それを四季折々にいろんな方法で楽しめるようにして初めて観光資源といえるということ
